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地域だより

町内会の
いきいき実践活動を紹介

大
切
な
老
後
の
お
金
を
守
ろ
う

心
も
体
も
生
き
生
き
と

「
鉄
南
き
ず
な
号
」
で
買
い
物
支
援

手
づ
く
り
作
品
展
で
地
域
交
流

　
新
川
町
内
会
は
、
登
別
消
費
者
協

会
の
方
を
招
い
て
『
オ
レ
オ
レ
詐
欺
』

や
『
還
付
金
詐
欺
』
な
ど
の
悪
質
詐

欺
か
ら
身
を
守
る
た
め
の
研
修
会
を

開
催
し
ま
し
た
。

　
悪
質
商
法
に
関
す
る
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
見

て
、
訪
問
販
売
を
断
る
コ
ツ
を
習
得

し
た
後
、
同
協
会
役
員
に
よ
る
詐
欺

の
手
口
の
寸
劇
が
披
露
さ
れ
、
改
め

て
詐
欺
の
恐
ろ
し
さ
を
実
感
し
ま
し

た
。

　
鷲
別
１
丁
目
町
内
会
は
、
地
域
包

括
支
援
セ
ン
タ
ー
「
け
い
あ
い
」
の

協
力
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、
１
人
暮

ら
し
の
方
の
閉
じ
こ
も
り
を
防
ぐ
た

め
、
楽
し
い
時
間
を
過
ご
せ
る
サ
ロ

ン
活
動
に
力
を
入
れ
て
い
ま
す
。

　
サ
ロ
ン
活
動
は
、
認
知
症
予
防
の

話
や
手
足
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
な
ど
を

行
う
ほ
か
、
昼
食
を
食
べ
な
が
ら
語

り
合
う
な
ど
、
楽
し
く
集
え
る
交
流

の
場
と
な
っ
て
い
ま
す
。

　
幌
別
鉄
南
地
区
連
合
町
内
会
は
、

登
別
市
社
会
福
祉
協
議
会
と
連
携
し

て
、
75
歳
以
上
の
単
身
高
齢
者
世
帯

を
対
象
に
、
毎
週
水
・
金
曜
日
の
午

前
と
午
後
に
、
無
料
買
い
物
支
援
車

『
鉄
南
き
ず
な
号
』
の
運
行
を
行
っ

て
い
ま
す
。

　
町
内
会
役
員
が
利
用
者
の
自
宅
か

ら
中
央
町
や
桜
木
町
の
ス
ー
パ
ー
な

ど
へ
送
迎
。
交
通
手
段
を
持
た
な
い

高
齢
者
に
喜
ば
れ
て
い
ま
す
。

　
若
山
団
地
町
内
会
は
、
11
月
３
日

の
文
化
の
日
に
ち
な
み
、
日
頃
の
文

化
活
動
の
成
果
を
披
露
す
る
文
化
祭

を
毎
年
開
催
し
て
い
ま
す
。

　
会
員
か
ら
の
絵
画
や
魚
拓
、
絵
手

紙
、
軍
手
で
作
っ
た
人
形
な
ど
の
多

彩
な
作
品
が
展
示
さ
れ
た
ほ
か
、
空

き
瓶
を
利
用
し
た
飾
り
物
づ
く
り
体

験
や
喫
茶
コ
ー
ナ
ー
も
用
意
し
、
和

や
か
な
地
域
交
流
の
場
と
な
り
ま
し

た
。
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川
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内
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�
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長
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け
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こ
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�
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長
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き
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